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主
な
記
事

�真庭市成人式　　　　　　 Ｐ��～
�木から電気を　　　　　　 Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　 Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　 Ｐ��～
�研鑽に栄誉　　　　　　　 Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　 Ｐ��～

�月��日、第�回真庭市スポーツ少年団剣道交流大
会が白梅総合体育館で開催され、��チーム約���人の
少年少女剣士が出場。学年区分による�つの部門の
団体戦で剣を交えました。「心・技・体」を集中し、
勝利を目指した熱戦が展開されました。
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平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
が
�
月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

��

��

れ
、
新
成
人
�
�
�
人
が
出
席
し
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｋ
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
幕
を
開
け
た
式
典
で
は
、
太
田
市
長
や
小
谷
教
育
委
員
長
ら
か
ら

激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表
し
、
上
山
千
鈴
さ
ん

（
上
中
津
井
）
が
「
懸
命
に
働
き
、
学
び
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
お
礼
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
実
行
委
員
の
企
画
に
よ
る
お
笑
い
芸
人
ラ
イ

ブ
や
抽
選
会
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
当
日
の
様
子
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
は
…

�

５
・　
　

Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕

１５

６
・
９　

皇
太
子
さ
ま
、
雅
子
さ
ま
が
ご

成
婚

７
・　
　

北
海
道
南
西
沖
地
震
が
発
生

１２

７
・　
　

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が

１６

開
業

８
・　
　

細
川
内
閣
が
発
足

１０

８
・　
　

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通

２６

９
月　
　

大
凶
作
に
よ
り
、
政
府
が
米
の

緊
急
輸
入
を
決
定

　

・　
　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
ワ
ー
ル
ド

１０

２８

カ
ッ
プ
出
場
を
逃
す
（
ド
ー
ハ

の
悲
劇
）

　

・
９　

法
隆
寺
、
姫
路
城
、
屋
久
島
、

１２

白
神
山
地
が
日
本
で
初
の
世
界

遺
産
登
録

　

・　
　

元
首
相
田
中
角
栄
さ
ん
が
死
去

１２

１６

１
・　
　

郵
便
料
金
を
現
在
の
料
金
に
値

２４

上
げ
す
る
（
は
が
き　

円
、
封

５０

書　

円
）

８０

２
・　
　

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

１２

　

〜　
　

開
催
（
男
子
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

２７

複
合
団
体
で
日
本
が
金
メ
ダ
ル

獲
得
）

市内の新成人数
（Ｈ�����～Ｈ�����生まれ）

＊該当者　���人
（男���人、女���人）

＊出席者　���人
（男���人、女���人）

�
�
��
�
�
�

�����

�������

晴れ着姿で記念撮影する親子も見られました晴れ着姿で記念撮影する親子も見られました

新成人代表でお礼のことばを述べた上山千鈴さん新成人代表でお礼のことばを述べた上山千鈴さん

ＳＫダンスクルーのダンスでにぎやかに開会Ｓ Ｋダンスクルーのダンスでにぎやかに開会
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　私たちのために一緒に計画し、盛大な式典を開催していただき、誠にありがとうござい

ました。太田市長をはじめ、大勢の方から激励の言葉を頂き、新成人一同、感激していま

す。両親や友人、多くの皆さまのおかげで、私たちは無事に成人することができました。

嬉しい反面、身が引き締まる思いです。

　私たちは二十歳を迎えたばかりで、成人としてはまだまだ未熟です。社会に出て働いて

いる人、学生として勉強中の人、まだ将来の道を迷っている人など、さまざまです。しか

し、晴れの門出を迎えた今、大人としての自覚を持ち、責任ある社会人として歩んでいく

決意をここに誓います。今後もご指導、ご鞭撻をいただきますようお願いします。

　また、これから一人の大人として社会の一員になり、世界のこと、国のこと、地域のこ

と、そして大切な家族のこと、さまざまに関わりを広げていくことになります。地域に残

るもの、外に出て行くもの、それぞれの道を進みますが、皆さまから頂戴した言葉を胸に

刻み、これからの人生を歩んでいきたいと思います。

実行委員会が企画運営した抽選会にお笑い芸人実行委員会が企画運営した抽選会にお笑い芸人・・Ｕ字工事も加わりＵ字工事も加わり
盛り上げました盛り上げました

市民憲章を朗読する新成人代表の國本市民憲章を朗読する新成人代表の國本
健太さん（左）と沼田豊彦さん（右）健太さん（左）と沼田豊彦さん（右）

受付場所のロビーは再会を喜び合い、写真を撮ったりする新成人であふれ、受付場所のロビーは再会を喜び合い、写真を撮ったりする新成人であふれ、
晴れやかな雰囲気に包まれました晴れやかな雰囲気に包まれました抽選会で当選し、大喜びで登壇。見送る友人も大爆笑抽選会で当選し、大喜びで登壇。見送る友人も大爆笑

太田市長から記念品を受け太田市長から記念品を受け
取る畦取る畦��洋希さん洋希さん

成人式実行委員長

鉄本侑大さん（栗原）



建築用材として取り引きされない木、間伐後に山に残された曲がった木

それら未利用木材を価値あるものとして買い取る仕組みを作りました

そして今、「木質バイオマス発電」という新たな取り組みにチャレンジしています

未利用木材を燃料とし、発電と売電を行う会社が設立。発電所稼働に向けた動きを紹介します

������

Maniwa ��

真庭バイオマス発電所稼動に向けて
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真
庭
地
域
に
は
、
市
場
や
製
材
所
、
バ

イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
な
ど
が
あ
り
、
木
材

の
加
工
・
流
通
に
加
え
、
市
場
で
は
取
り

扱
わ
れ
な
い
曲
が
っ
た
木
や
木
切
れ
な
ど

の
未
利
用
木
材
を
利
用
す
る
仕
組
み
が
整

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
か
ら
の
搬
出

に
は
経
費
が
掛
か
る
ば
か
り
で
所
得
に
な

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
い
く
ら
か
で
も
山

林
所
有
者
に
還
元
す
る
新
た
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

平
成　

年
に
国
が
設
け
た
再
生
可
能
エ
ネ

��

ル
ギ
ー
の
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
に
着

目
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
実
施
す
る
こ

と
を
計
画
し
ま
し
た
。
平
成　

年
�
月
に

��

は
、
地
元
の
木
材
関
係
団
体
や
企
業
、
市

な
ど
�
者
で
「
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株

式
会
社
」
を
設
立
。
こ
れ
ま
で
真
庭
地
域

で
培
っ
て
き
た
未
利
用
木
材
の
収
集
シ
ス

テ
ム
や
発
電
技
術
な
ど
を
生
か
し
て
�
万

㌔
㍗
の
発
電
を
行
う
計
画
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
木
材
は
建
築
を
中
心
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
原
料
と
し
て
の
活
用
が
広
が
っ

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
は
大
き
な
挑
戦
で
す
が
、
こ
れ
で
終

わ
り
で
な
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
は
発
電
だ
け
で
な
く
、
熱
利
用
も

で
き
ま
す
の
で
、
農
業
分
野
で
も
っ
と
利

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
森
林
資

源
を
余
す
こ
と
な
く
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
、
そ
の
先
に
林
業
の
発
展
が
あ

る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
の
よ
う
に
施
設
を
建
設
し
て
し
ま
え

ば
後
は
発
電
所
に
お
任
せ
と
い
う
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
燃
料
と
な
る
木
を
常
に
消

費
す
る
た
め
、
木
を
育
て
集
め
る
と
い
う

作
業
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
人

が
関
わ
る
こ
と
で
雇
用
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
す
。
地
域
で
雇
用
を
生
み
、
山
に

人
が
入
っ
て
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
山
を
光
り
輝

く
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　�月��日、真庭バイオマス発電株式会社の真庭産

業団地への建設が決定し、同社と岡山県、真庭市の

�者による立地協定式が市役所本庁舎で行われまし

た。同社社長の中島浩一郎さんに、木質バイオマス

発電事業についてお話を伺いました。

i nte r vi e w

中
なか

    島   浩  一 郎   さん
しま こう いち ろう

真庭バイオマス発電株式会社
代表取締役社長

真
庭
産
業
団
地
に

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建
設

資
源
を
余
す
こ
と
な
く

生
か
す
こ
と
が
大
切

本
当
の
狙
い
は
木
を
動
か
し

地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と

協定書に押印する太田市長。後列は中島社長
（左）と桐野岡山県産業労働部審議監（右）

��������
　平成��年�月から、国の再生可能エネルギー電気に関する特別措置法

で「固定価格買取制度」が始まりました。この制度は、資源が枯渇せず

繰り返し使える再生可能エネルギー（太陽光、風力、地熱、バイオマス

など）で発電した電気を電力会社が一定の価格で買い取ることが約束さ

れたものです。

再生可能エネルギーの買取価格は国が決定
固定買取価格制度では、国によって電力会社が購入する価格が決め
られます。再生可能エネルギーのうち、バイオマスに関連する価格
は右表のとおりです。

※平成��年度における価格

再生可能エネルギーのうち
バイオマスエネルギーの買取価格（税抜き）

�kW h  当たり
の価格

バイオマス
の種類

区分

��円下水汚泥メタン発酵
（ガス化） ��円家畜糞尿

��円未利用木材

固形燃料燃焼
��円一般木材
��円一般廃棄物
��円下水汚泥
��円リ サイクル木材
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i nte r vi e w

 梶  岡   知 幸   さん
かじ おか とも ゆき

真庭森林組合
代表理事組合長

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
は
、
木
が

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
ど

こ
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
か
が
重
要

で
す
。
そ
の
証
明
が
あ
る
か
な
い

か
で
電
気
の
売
電
価
格
は
決
ま
り

ま
す
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
証
明
す

る
の
が
私
た
ち
森
林
組
合
の
役
割

な
の
で
す
。
発
電
に
必
要
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
無
計
画
に
木
を
切
る

よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
。
ま

た
、
伐
採
事
業
者
と
共
に
、
山
か

ら
木
を
集
め
て
発
電
所
へ
供
給
す

る
役
割
も
担
い
ま
す
。
真
庭
を
中

心
と
し
て
山
か
ら
出
す
未
利
用
木

材
の
量
は
年
間
�
万
㌧ 
を
計
画
。

木
の
成
長
量
を
想
定
し
て
収
集
量

を
計
算
し
て
い
ま
す
か
ら
、
山
か

ら
木
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
皆
伐

で
は
な
く
間
伐
で
発
生
す
る
未
利

用
木
材
を
中
心
と
す
る
収
集
を
考

え
て
い
ま
す
。
間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
森

林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

森
林
は
木
材
産
出
だ
け
で
な

く
、
洪
水
緩
和
や
水
質
浄
化
な
ど

水
源
か
ん
養
機
能
も
持
っ
て
い
ま

す
。
発
電
事
業
で
未
利
用
木
材
が

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
林

業
振
興
や
公
益
的
機
能
の
発
揮
が

期
待
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

山
か
ら
木
を
出
し
て
も
損
を
し
な

い
仕
組
み
が
必
要
。
そ
こ
で
、
森

林
所
有
者
か
ら
の
依
頼
で
未
利
用

木
材
を
出
す
場
合
に
、
搬
出
経
費

を
差
し
引
い
て
も
� 
㌧ 
当
た
り
最

低
�
�
�
円
は
所
有
者
に
渡
せ
る

仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、

こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を

踏
ま
え
た
森
林
整
備
の
考
え
方
や

支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
行
う
予
定
で
す
。

　

森
林
組
合
や
素
材
生
産
者
、
市

場
や
製
材
所
な
ど
で
「
木
質
資
源

安
定
供
給
協
議
会
」
を
昨
年
�
月

に
設
立
し
ま
し
た
。
山
に
放
置
さ

れ
た
未
利
用
木
材
だ
け
で
な
く
、

建
築
用
材
も
含
め
た
木
材
の
安
定

供
給
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
ま
す
。
い
わ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
で
動
き
出
す
木
の
流
れ
を
、

林
業
・
木
材
産
業
全
体
の
振
興
に

つ
な
げ
る
協
議
会
と
い
え
ま
す
。

発
電
に
は
、
年
間
約　

万
㌧ 
の
木

��

質
燃
料
が
必
要
で
、
未
利
用
木
材

が
�
万
㌧
、
製
材
所
や
市
場
で
発

生
す
る
木
切
れ
や
樹
皮
な
ど
の
一

般
木
材
が
約
�
万 
㌧ 
と
い
う
内
訳

で
す
。
そ
し
て
、
木
を
収
集
し
て

安
定
供
給
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
の
が
私
た
ち
の
役
割
。
固
定
買

取
価
格
制
度
で
は
、
発
電
で
使
っ

た
燃
料
が
、
適
切
な
森
林
管
理
の

下
で
発
生
し
た
未
利
用
木
材
で
あ

る
こ
と
や
そ
の
産
地
を
証
明
す
る

こ
と
で
電
気
を
高
く
売
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

情
報
を
一
元
化
し
、
効
率
的
な
運

用
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
の
制
度
が
整
い
、
地
域
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
、
売
る
こ
と
が

で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
山

を
整
備
し
な
が
ら
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
真
庭
で
取
り
組

ま
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
よ
っ
て
林
業
・
木

材
産
業
が
元
気
に
な
り
、
そ
れ
が

雇
用
拡
大
な
ど
に
つ
な
が
れ
ば
地

域
へ
貢
献
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
先
人
が
育
て
て
き
た
森
林

を
守
り
、
大
切
な
資
源
を
将
来
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
重
要
な
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

i nte r vi e w

 鳥  越   康 生   さん
とり ごえ やす お

木質資源安定供給協議会
会長

　木質バイオマス発電事業の稼働に向け、山や製材所から木を集

める仕組みづくりは始まっています。発電会社と共に中心的な役

割を担う、真庭森林組合の梶岡知幸さんと木質資源安定供給協議

会の鳥越康生さんにお話を伺いました。

適
切
な
管
理
で
森
林
を

守
り
育
て
る

地
域
の
仕
組
み
で

木
を
生
か
す

時
代
の
波
に
乗
り

大
切
な
資
源
を
将
来
へ

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

林
業
活
性
化
の
契
機
に
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バイオマス発電所の完成イメージ

��������	
���

発電の燃料となる木質バイオ
マスは、山からの「未利用木材」
と原木市場や製材所などから
「一般木材」を収集�

■森林�

未利用木材�

一般木材�

■原木市場・製材所�

枝葉・小径木・広葉樹など�

木切れ・樹皮など�

●真庭地域�
70,000t/年�

●その他地域�
20,000t/年�

約60,000t/年�

集積した木を森林組合や伐採
事業者が破砕（チップ化）し、
発電会社に安定的に供給�

■バイオマス集積場�

チップ燃料�
約150,000t/年�

破砕された木を燃料として水
を熱し、高圧蒸気でタービン
を回して発電。電力会社に電
気を販売�

■発電所�

■電力会社�
・真庭バイオマス集積基地�
・月田総合集積基地�
・森林組合や事業者の集積場�

発電�10,000kW

収集� 供給�

売電�
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下
水
道
っ
て
な
に
？

　

家
庭
の
台
所
や
ト
イ
レ
、
風
呂

な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
下
水

道
管
に
流
し
て
処
理
場
に
集
め
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
川
に
流
す
の

が
下
水
道
で
す
。
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
環
境
を
整
え
、
公
共
用
水

域
の
水
質
を
守
る
と
い
う
役
割
が

あ
り
ま
す
。
住
宅
が
密
集
し
た
市

街
地
で
は
「
公
共
下
水
道
」、
農
地

の
ほ
場
整
備
が
完
了
し
た
農
村
集

落
で
は「
農
業
集
落
排
水
」と
い
う

方
法
に
よ
っ
て
、
各
処
理
施
設
で

集
約
的
に
下
水
処
理
を
し
ま
す
。

ま
た
、
集
約
的
な
処
理
が
難
し
い

地
域
で
は
、「
合
併
浄
化
槽
」
に
よ

っ
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
真
庭
市

の
下
水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
の

�
つ
の
方
法
を
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

下
水
道
と
浄
化
槽
の
違
い
は
？

　

点
検
や
修
理
な
ど
、
各
家
庭
で

管
理
す
る
費
用
や
手
間
が
必
要
な

合
併
浄
化
槽
に
比
べ
て
、
公
共
下

水
道
と
農
業
集
落
排
水
は
個
人
で

の
管
理
が
不
要
で
す
。
接
続
工
事

に
一
時
的
な
費
用
が
掛
か
る
も
の

の
、
長
い
目
で
見
る
と
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
	�


�
�


�
�

川上処理区川上処理区�

八束処理区八束処理区�

中和処理区中和処理区�

美甘処理区美甘処理区�

勝山処理区勝山処理区�

久世処理区久世処理区�

落合処理区落合処理区�

真加子真加子・初和地区初和地区�

山久世地区山久世地区�

鹿田鹿田・美川地区美川地区�

下呰部地区下呰部地区�

上水田上水田・山田地区山田地区�

宮地地区宮地地区�

真庭市下水道処理区域分布図�

※各処理区内の詳しいエリアなどはお問い合わせください�

● 公共下水道の処理区�

● 農業集落排水の処理区�

川上処理区�

八束処理区�

中和処理区�

美甘処理区�

勝山処理区�

久世処理区�

落合処理区�

真加子・初和地区�

山久世地区�

鹿田・美川地区�

下呰部地区�

上水田・山田地区�

宮地地区�

真庭市の下水道事業
公共下水道事業
公衆衛生の向上を目的に、住宅が密集
した市街地など比較的広域な範囲で効
率的に下水処理をします。納められた
使用料で市が管理運営しています。

農業集落排水事業
農村生活環境の向上などを目的に、農
業振興地域（ほ場整備完了地域）に小
規模な処理施設を設置し下水処理をし
ます。納められた使用料で市が管理運
営しています。

合併浄化槽 
住宅の敷地内に設置し、家庭ごとに下
水処理をする施設。点検や修理など浄
化槽の管理は個人で行います。これら
に掛かる経費も原則個人で負担するこ
とになります。

　　　�問   建設部下水道課
　 　　　 ℡����-��-����

下水道キャラクター
すいすいくん

公共下水道事業の認可区
域と農業集落排水事業の
区域は左の図を見てね

未
来
へ
つ
な
ご
う

未
来 
へ 
つ
な
ご 
う

�
��
��
��
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使
用
料
だ
け
で
賄
え
な
い
の
？

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

で
は
、
処
理
場
・
下
水
道
管
の
建

設
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
な
ど
に

膨
大
な
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。
そ

の
処
理
区
域
の
人
口
に
見
合
っ
た

規
模
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る
の

で
、
本
来
で
あ
れ
ば
効
率
的
な
運

営
が
で
き
る
は
ず
。
し
か
し
、
各

家
庭
と
の
接
続
が
計
画
ど
お
り
に

は
進
ん
で
お
ら
ず
、
使
用
料
収
入

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
の
が

真
庭
市
の
下
水
道
事
業
会
計
で
す

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
の
人
の
税
金
も
投
入
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

事
業
運
営
の
た
め
に
や
む
を
得
な

い
こ
と
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な

不
公
平
な
事
態
を
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

接
続
推
進
が
急
務
、ご
協
力
を

　

接
続
率
は
、
公
共
下
水
道
で
は

　

・
� 
㌫
、
農
業
集
落
排
水
で
は

��
　

・
�
㌫ 
と
低
い
状
況
で
す
。
使
用

��料
収
入
の
増
加
に
直
結
す
る
接
続

率
の
向
上
は
、
取
り
組
む
べ
き
最

優
先
の
課
題
の
ひ
と
つ
。
次
世
代

へ
負
担
を
残
さ
な
い
真
庭
市
を
実

現
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
接
続

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


��
�

　

真
庭
市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
に
、
下
水
道

未
接
続
の
家
庭
を
訪
問
し
、
事
業
の
説
明
と
接
続
の
お
願
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

平
成　

年
�
月
中
旬
ま
で

��

■
実
施
箇
所　

北
房
、
落
合
、
久
世
、
勝
山
、
美
甘
、
蒜
山
地
区

の
下
水
道
処
理
区
域
内
で
未
接
続
の
家
庭

■
訪
問
者　
　

真
庭
市
職
員
（
各
戸
�
人
で
訪
問
し
ま
す
）

接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ 
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	



下水道工事は指定工事店で

下水道への接続工事は真庭市の

指定工事店でなければできませ

ん。指定工事店は、下水道課に

お問い合わせいただくか、真庭

市ホームページをご覧ください。

��������	


����������・ ������������������	
　接続の推進を図るために、既設のトイレを下水道へ接続する工
事に必要な資金の融資をあっせんし、利子分を市が全額負担する
制度があります。

■融資限度額　改造工事につき��万円
■融資条件　　融資金の返済は月 �々����円以上で��回以内とする

いま、下水道事業会計がピンチです！�
　施設の管理や建設時の借入金の返済については、市民の皆さんから

いただく使用料で負担することが原則。しかし、それら下水処理経費

は使用料だけでは賄えず、一般会計からの繰り入れがなければ運営で

きないのが現状です。平成２４年度の決算数値で見ると、約３億６千万

円が一般会計から繰り入れられています。�

※数値には、雨水を処理する費用など公費で負担する費用は含んでいません� 一般会計からの繰入金総額は３億６千万円！�

合併浄化槽事業� 農業集落排水事業� 公共下水道事業�

下水�
処理経費�

０.８億円 

下水�
処理経費�

１.５億円 

下水�
処理経費�

４.２億円 

使用料収入�

０.３億円 
その他０.２億円 

使用料収入�

０.５億円 

その他０.１億円 

使用料収入�

１.８億円 

一般会計からの繰入金一般会計からの繰入金�
０.５億円億円 

一般会計からの繰入金�
０.５億円 

一般会計からの繰入金一般会計からの繰入金�
０.８億円億円 

一般会計からの繰入金�
０.８億円 

一般会計からの繰入金一般会計からの繰入金�
２.３億円億円 

一般会計からの繰入金�
２.３億円 

このままじゃ、お手
上げになっちゃう…
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落
合
中
学
校
新
改
築
工
事
安
全
祈
願

祭
が　

月　

日
、
建
設
予
定
地
の
同
校

��

��

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事

関
係
者
な
ど
約　

人
が
出
席
し
、
工
事

��

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
耐
震
強
度
不

足
に
よ
る
建
て
替
え
工
事
で
、
校
舎
、

技
術
教
室
棟
、
屋
内
運
動
場
を
新
し
く

し
ま
す
。
既
存
の
校
舎
な
ど
は
、
建
て

替
え
後
に
解
体
さ
れ
、
駐
輪
場
な
ど
が

整
備
さ
れ
ま
す
。
内
装
に
は
真
庭
産
な

ど
の
木
材
が
使
わ
れ
、
温
か
み
の
あ
る

仕
上
が
り
に
な
る
予
定
。総
事
業
費
は
、

約　

億
�
千
�
百
万
円
で
、
平
成　

年

��

��

�
月
末
完
成
見
込
み
で
す
。

写真上：落合中
学校新校舎など
の完成予想図
写真左：安全を
祈り、太田市長
が鍬入れを行い
ました

落合中学校新改築工事安全祈願祭落合中学校新改築工事安全祈願祭

建て替え工事に向け安全を祈る建て替え工事に向け安全を祈る

第
�
回
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ち
の
将
来
像
楽
し
く
議
論

付箋にアイデアを書きグループで真剣に話し合う参加者

　

平
成　

年
度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

��

向
性
を
示
す
、
第
�
次
総
合
計
画
の
策
定

に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が　

月　

日
、
本
庁
舎
で
開
か
れ
ま

��

��

し
た
。
今
年
度
�
回
目
の
開
催
。
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
ま
ち
の
将
来
像
を
描
き

た
い
と
応
募
し
た
市
民
約　

人
が
参
加
。

��

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
税
金
の
使
い
道
を
考

え
て
み
よ
う
」
で
、
子
育
て
支
援
策
を
例

題
に
、
予
算
や
期
間
に
限
り
が
あ
る
と
い

う
設
定
の
下
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
を

ま
と
め
、
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
学
路
安
全
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
故
ゼ 
ロ 
の 
環
境
つ
く
ろ
う

　

通
学
路
安
全
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が　

月
��

　

日
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

��し
た
。
学
校
や
警
察
関
係
者
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
や
地
域
で
取
り
組
む
内
容
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

岡
山
大
学
大
学
院
の
橋
本
成
仁
准
教
授

が
、「
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
の
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
。
交
通
安
全
教
育
や

事
故
が
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
な

ど
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
見
る
安

全
確
保
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

それぞれの取り組みを紹介したパネルディスカッション
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市政に関する動きの一部を紹介します

真庭森林組合や真庭市、
岡山県、岡山森林管理署
など�者による「湯原湖
北部地域森林整備等推進
協定」の締結式が、本庁
舎で行われました。対象
区域における民有林、国
有林の一体的な森林整備
が期待されます。

��������地域の林業活性化へ向け協定を締結

福祉フォーラムin真庭が
勝山文化センターで行わ
れました。福島学院大学
副学長の星野仁彦さん
が、「発達障がいの理解を
深める」と題して講演。
参加者は発達障がいの特
徴や支援のあり方などに
ついて学びました。

�������発達障がいへの理解と対応を学ぶ

災害時に必要とされる食
糧や毛布などの備蓄品を
避難所指定の各小学校に
分散配備を行いました。
遷喬小学校では、�、�年
生のボランティア委員��
人が備蓄品搬入に協力。
備蓄品や簡易トイレの使
い方を学びました。

�������避難所指定の小学校へ分散して備蓄

�
������

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
研
修
修
了

県
内
最
年
少
の
指
導
者
が
誕
生

研修の修了証を受け取る馬場さん（右）

　

今
年
度
の
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
養
成
研
修
が　

月
に
開
催
さ
れ
、
新
た

��

に　

人
の
メ
イ
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。
久

��
世
中
学
校
�
年
の
馬
場
美
紗
樹
さ
ん
（
草

加
部
）
が
、
中
学
生
で
は
県
内
初
、
全
国

で
�
人
目
と
な
る
メ
イ
ト
に
な
り
、　

月
��

　

日
に
同
中
学
校
で
研
修
修
了
証
の
交
付

��が
行
わ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
き
、
寸
劇
の
実
演
な
ど
に

よ
り
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
広
め
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

月
末

��

の
真
庭
市
の
メ
イ
ト
数
は
�
�
�
人
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

成人した君たちへ
　真庭市では、今年���名の若者がめでたく成人し、�月

��日に勝山文化センターで式典が開催されました。私は、

祝辞を述べるため壇上に立ちましたが、会場を埋める

若々しい姿に眩しさを覚えました。そして、心底から

「君たちが次の真庭を、日本を担うのだ。頼むよ」との

期待を込めて、「これからの長い人生を有意義に生きるた

めには情熱と夢が必要」と訴えました。私たちももう少

し頑張り、胸を張ってバトンを渡すようにしたい。

勝
山
小
学
校
避
難
訓
練

火
災
発
生
！ 
ピ
カ
ッ
と
通
知

光警報装置が点滅する中、校庭に避難する児童

　

光
警
報
装
置
を
利
用
し
た
避
難
訓
練
が

�
月　

日
、
勝
山
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

��

た
。
光
警
報
装
置
は
音
が
聞
こ
え
に
く
い

高
齢
者
や
聴
覚
障
が
い
者
が
、
火
災
発
生

を
視
認
で
き
る
警
報
装
置
。
特
別
支
援
学

級
が
あ
る
勝
山
小
学
校
が
消
防
庁
の
事
業

に
応
募
し
、
全
国　

の
モ
デ
ル
施
設
の
ひ

��

と
つ（
学
校
は
同
校
の
み
）に
選
ば
れ
ま
し

た
。支
援
学
級
の
教
室
や
廊
下
、ト
イ
レ
な

ど
の
天
井　

カ
所
に
設
置
さ
れ
、
訓
練
で

��

は
警
報
音
と
と
も
に
ス
ト
ロ
ボ
ラ
イ
ト
が

点
滅
し
火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
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入居者を募集します市営住宅を建築
お知らせワ イ ド
���������	����
����


生活の安全と安心のために除雪支援事業
お知らせワ イ ド
���������	����
����


要援護者の

除雪費用支援
　自力で除雪することが困難であると認められる高齢者や身
体障がい者で構成される世帯に対し、除雪に要した費用の全
部または一部を助成します。
 �問   健康福祉部福祉課  長尾   ℡����-��-����  F AX ����-��-����

■対象者

① �� 歳以上の�人暮らし高齢者の世帯

② ��歳以上の高齢者のみの世帯

③ 身体障害者手帳�～�級までの人のみの世帯

④ 介護保険制度で要支援�以上の認定を受けてい

る人のみで構成される世帯

⑤ ①～④の人のみの世帯

■対象となる作業

① 玄関前から公的な除雪の対象となっている道路

までの除雪

② 屋根の雪下ろし（下ろした雪の生活上必要最小

限の処理も含む）

■助成額

　除雪費用の�分の�（生活保護世帯は全額）

      ※年度あたり������円を上限とします。

■申請

　助成金の交付を受けようとする人は、真庭市要援

護世帯等除雪支援事業助成金交付申請書に除雪に要

した費用の支払いが証明できる書類を添えて、福祉

課または振興局・各支局の市民福祉課に提出してく

ださい。

親族・近隣の住民などの協力で除雪を行うことが
できると認められる世帯は除きます。

《住宅と応募について》
■住宅名　高瀬住宅（真庭市惣���番地��）
■募集戸数　①木造平屋建�ＤＫ（����㎡）……�戸（家賃������円～������円）
　　　　　　②木造平屋建�ＤＫ（����㎡）……�戸（家賃������円～������円）
　　　　　　※下水道へ接続済みです
■募集期間　�月�日�～��日�の午前�時��分から午後�時まで（土・日・祝日は除く）
■申込受付　都市住宅課および振興局・各支局
　　　　　　（申込書は、各窓口と真庭市ホームページからダウンロードできます）
■応募資格
　・現在住宅に困っていること（持ち家がないこと）
　・市税などを滞納していないこと
　・同居できる親族があること（��歳以上の人や障がいのある人などは、単身で申込み可能）
　・政令月収が�������円以下であること（��歳以上の高齢者世帯・身体障がい者などの世帯・小学校
就学前の子どものいる世帯については、�������円以下に緩和されます）

　　※政令月収＝（入居予定者世帯の所得の合計－公営住宅法に定める控除）÷��
　・入居前に連帯保証人が�名確保できること（連帯保証人は条件があります）
■入居予定日　�月�日�
■抽選日　�月�日 （ 火 ）

※写真はイメージです

　真庭市では、平成��年度完成の「市営高瀬住宅」の入居者を募集します。入居を希望する人は、
募集期間内に申し込みください。詳しくは、お問い合わせください。

�問   建設部都市住宅課　 後  安 　℡����-��-����
ご あん

市営高瀬住宅市営高瀬住宅入居者入居者募集募集



��� Maniwa

公共施設の管理・運営サービスの向上目指して
お知らせワ イ ド
���������	����
����


※指定管理者制度は、住民サービスの向上と行政の効率化を目的としたもので、公共的団体や民間業者を含むその他の

団体でも、公の施設の管理・運営を行うことができる制度です。

��������	

��������������
　平成��年�月��日に指定期間が満了となる��の観光施設やスポーツ施設の指定管理者が、市議会の議決に

より決定しました。 �問   総合政策局総合政策課　八木　℡����-��-����

指定の期間所管課指定管理者施設の名称

Ｈ������　 　
～Ｈ�������

産業観光部商工観光課余野農村型リゾート推進協議会
余野農村型リゾート施設
「高仙の里よの」・「青木本家」

北房支局総務振興課なかつい陣屋管理運営委員会真庭市北房なかつい陣屋・北房旧菅野邸

落合支局総務振興課川東北部営農協議会
地域農業推進拠点施設
「落合ふれあいの館」

勝山支局総務振興課椎の木おもてなし会真庭市旧勝山藩主三浦邸

Ｈ������　 　
～Ｈ�������

蒜山振興局総務振興課郷原漆器生産振興会真庭市郷原漆器の館

　　　　〃有限会社トラベルシリウス真庭市蒜山快湯館

　　　　〃有限会社トラベルシリウス
真庭市蒜山高原スポーツ公園・
蒜山Ｂ&Ｇ海洋センター

　　　　〃株式会社ノア真庭市蒜山高原ライディングパーク

　　　　〃株式会社アストピア蒜山真庭市蒜山サイクリングターミナル

　　　　〃一般社団法人蒜山農業公社真庭市蒜山堆肥センター

　　　　〃有限会社トラベルシリウス真庭市蒜山ヒルズ・蒜山八束公園

　　　　〃ひるぜんワイン有限会社真庭市ひるぜんワイナリー

　　　　〃株式会社グリーンピア蒜山真庭市道の駅風の家等

　　　　〃企業組合蒜山グリーンフィット真庭市八束ふるさとふれあい特産館

落合支局総務振興課株式会社おちあい振興公社真庭市都市公園（落合総合公園）

　　　　〃有限会社醍醐の里真庭市道の駅醍醐の里

勝山支局総務振興課山本町自治会真庭市営山本町駐車場

　　　　〃
特定非営利活動法人
勝山・町並み委員会

真庭市交流体験施設匠蔵

　　　　〃月田樹皮処理加工協同組合真庭市樹皮処理加工施設

湯原支局総務振興課まにわ日本蜜蜂企業組合真庭市ひまわり館等

　　　　〃社団法人湯原観光協会真庭市湯原温泉駐車場・向湯原駐車場



Maniwa ��

平成��年�月から一部変更守ろう ！ ごみの分別ルール
お知らせワ イ ド
���������	����
����


家庭ごみの減量化・資源化に向けて

���������������
　真庭市では、ごみの減量化・資源化を図るために、平成��年�月か

ら、家庭ごみの分別ルール・収集方法の一部を変更します。慣れてい

るこれまでの方法とは変わりますので、間違えないよう注意してくだ

さい。詳しくは、�月に各家庭に配布する「家庭ごみ分別表」と「ご

み収集カレンダー」をご確認ください。

�問   市民環境部環境課　南・藤本　℡����-��-����

　これまで、金物類や金属類の「燃えないごみ」として収集していた小型
家電（携帯電話、電卓、ドライヤー、アイロン、電子レンジ、ラジオ、炊飯
器など）を、平成��年�月から「資源ごみ」として収集します。資源
ごみの袋に入れて、収集日にごみステーションに出してください。個
人情報などが心配なものは、市役所各庁舎に設置する回収ボックスに
入れるか、クリーンセンターに直接持ち込んでください。
※家電リサイクル法対象品（テレビなど）は、収集できません。

《平成��年度からの変更点》
【ポイント①】 小型家電の資源収集が始まります

【ポイント②】 市内全域で廃食油を回収します
　既に回収している地区もありますが、平成��年�月からエリアを広げ、市内全域
で廃食油を回収します。こした廃食油を購入した時の容器やペットボトルなどの空
き容器に入れて、収集日（年�～�回）にごみステーションに出してください。
収集日については、地区により異なりますので、カレンダーをご確認ください。

【ポイント③】 燃えないごみの「カン」を資源収集します
　北房・落合地区では、アルミ缶・スチール缶を「燃えないごみ」として、こ
れまで収集していました。平成��年�月から「資源ごみ」として収集します。
資源ごみの袋に入れて、収集日にごみステーションに出してください。
※これまでどおり、地域の資源回収に出すことも可能です。

→これらは全て４月から「資源ごみ」として収集されます

ごみ袋やごみ札に
きちんと名前を書
いて出すなど、基
本的なルールもし
っかり守ろうね！

見本見本

見
本
見
本
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縁結び推進委員・サポーター委嘱良縁成就の強い味方
お知らせワ イ ド
���������	����
����


���������������	
　まにわ縁結び推進委員会委員とまにわ縁結びサポーターが任期満了となり、平成��年��月に新たに委

嘱状が交付されました。推進委員とサポーターの皆さんは、結婚の相談、仲介や出会いイベントを開催

するなどし、結婚を支援することが仕事です。任期は平成��年��月までの�年間。そろそろ結婚してみ

ようかなと考え始めたら、ぜひご相談ください。

�問   総合政策局総合政策課　中島・矢鳴　℡����-��-����　Ｆ ＡＸ ����-��-����

※写真はイメージです（蒜山高原三木ヶ原・愛の鐘）※写真はイメージです（蒜山高原三木ヶ原・愛の鐘）

電話番号住所氏名

ま
に
わ
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

����-��-����阿口��番地 山  口 　 仁  士 
やま ぐち ひと し

����-��-����
（会社）

落合垂水803 谷  口 　 久  子 
たに ぐち ひさ こ

����-��-����鹿田��� 福  島 　 宏  美 
ふく しま ひろ み

����-��-����野川���-� 仲  前  百  合  雄 
なか まえ ゆ り お

����-��-����田原��� 瀬  島 ミチル
せ じま

����-��-����久世���� 福  山  惠  美  子 
ふく やま え み こ

����-��-����草加部���-� �  橋 　　 豊 
たか はし ゆたか

����-��-����樫西�� 松  本 　 美  保 
まつ もと み ほ

����-��-����目木����-� 笠  原  智  津  子 
かさ はら ち ず こ

����-��-����見尾��� 西  田 　　 勉 
にし だ つとむ

����-��-����月田���� 角  田 　 清  子 
つの だ きよ こ

����-��-����上���� 家  元 　　 榮 
いえ もと さかえ

����-��-����都喜足���-� 山  � 　 順  造 
やま さき じゅん ぞう

����-��-����粟谷��� 金  盛 　 広  美 
かな もり ひろ み

����-��-����蒜山真加子��� 曲 　　 貞  子 
まがり てい こ

����-��-����蒜山下長田��� 入  澤 　 和  代 
いり ざわ かず よ

����-��-����蒜山上徳山��� 長  尾 　 智  重 
なが お ち え

電話番号住所氏名

ま
に
わ
縁
結
び
推
進
委
員

����-��-����上水田���� 西  谷 　 玲  子 
にし たに れい こ

����-��-����上呰部��� 中  山 　 和  彦 
なか やま かず ひこ

����-��-����落合垂水���-�� 小  林 　 知  子 
こ ばやし とも こ

����-��-����下河内���� 妹  尾 　 活  明 
せの お かつ あき

����-��-����
（会社）

落合垂水��� 谷  口 　　 護 
たに ぐち まもる

����-��-����久世���� 鈴  木 　　 尚 
すず き なお

����-��-����久世����-�� 内  藤 　 貴  嗣 
ない とう たか し

����-��-����
（真庭青年会議所）

富尾���-� 中  島  理  津  子 
なか じま り つ こ

����-��-����月田���� 土  井 　 利  宣 
ど い とし のぶ

����-��-����勝山���� 山  本 　 直  樹 
やま もと なお き

����-��-����美甘����-� 下  田 　 忠  行 
しも だ ただ ゆき

����-��-����本庄����-� 三  船 　 昌  行 
み ふね まさ ゆき

����-��-����蒜山下和��� 山  中 　 正  義 
やま なか まさ よし

����-��-����蒜山下福田��� 二  若 まゆみ
ふた わか

����-��-����蒜山下徳山��� 山  乗 　 和  子 
やま のり かず こ

����-��-����蒜山中福田��� 湯  槇 　 智  子 
ゆ まき とも こ

推進委員・サポーター名簿 （順不同・敬称略）

蒜山高原三木ヶ原に
　鳴らせば幸せになれるという鐘がある
　　二人で鳴らして「愛」を育みませんか
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a ��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
前
日
ま
で
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
代
理
の
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
住
宅

①
北
房
・
水
田
住
宅　

�
Ｄ
Ｋ
�

戸
（
平
成
�
年
建
築
）
②
勝
山
・

江
川
住
宅　

�
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
昭
和

　

年
建
築
）
③
落
合
・
立
誠
住
宅

���
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）

■
募
集
期
間　

�
月　

日
�

��

■
入
居
可
能
日　

�
月
中
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ま
た
は
各
支
局
・
振
興
局
住
宅
担

当
窓
口

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
、
保
険
料

率
は
都
道
府
県
ご
と
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
岡
山
支
部
の
保
険
料

率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
保
険
料
率（
見
込
み
）

・
健
康
保
険
…　

・　

㌫

��

��

（
据
え
置
き
）

・
介
護
保
険
…
�
・　

㌫
��

（
�
・　

㌫ 
か
ら
引
き
上
げ
）

��

■
適
用
時
期

�
月
分（
�
月
納
付
分
）か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

年
金
相
談（
無
料
）

毎
月
第
�
�
�
木
曜
日
に
開
催

　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
無
料
の

消
費
生
活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
�

時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
�
時
か

ら
�
時　

分
ま
で
で
す
。
ま
た
、

��

通
常
の
相
談
の
ほ
か
に
、
地
区
を

決
め
た
巡
回
相
談
日
を
月
�
回
設

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
、
多
重
債
務
で
お

困
り
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
日
】
勝
山
地
区

■
相
談
日　

�
月　

日
�

��

■
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

勝
山
支
局

■
電
話
相
談

勝
山
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

���を超す梅の盆栽が一堂に。赤
や白、ピンクの色とりどりの梅花を
ぜひご覧ください。期間中は、
植木や加工品の販売もします。
�問   落合支局総務振興課
　  ℡����-��-����

消
費
生
活
相
談

困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

����

真庭市地域雇用創造協議会セミナー

��������	
����

�

�
�
�
�
��月��日�～��日�

落合サンプラザ

接遇マナー研修（ビジネスマナー研修）
　�月��日�　��：��～��：��

接遇マナー研修（ビジネス文書・メール研修）
　�月��日�　��：��～��：��

パソコン講座（エクセルの基本操作～関数利用）
　�月��日�～��日�
　【昼】��：��～��：��　【夜】��：��～��：��

　　　　※会場はいずれも勝山文化センター

真庭市地域雇用創造協議会では、真庭地域での就職や

スキルアップを目指す人を応援します。�月のセミナー

をご案内しますので、お申し込みの上ご参加ください。

�問   真庭市地域雇用創造協議会（真庭市商工観光課内）

　  ℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����

市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
し
て
い
ま
す

協
会
け
ん
ぽ

平
成�

年
度
の
保
険
料
率

��



　

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

（
肢
体
・
聴
覚
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

正
午
〜

��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
、
難
病
患
者

■
内
容　

補
装
具
（
装
具
、
車
い

す
、
補
聴
器
な
ど
）
の
処
方
、
適

合
判
定
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
）
給
付
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
藤
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
が
う
ま
く

い
か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩

み
ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考

え
ま
す
。
都
合
に
よ
り
開
催
し
な

い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
育
英
会
と
鶴
山
館
で

は
、
平
成　

年
度
の
寮
生
を
募
集

��

し
ま
す
。
募
集
要
項
の
郵
送
希
望

や
詳
し
い
手
続
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
】

■
所
在
地　

東
京
都
港
区
高
輪
三

丁
目　

番　

号
（
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か

��

��

ら
徒
歩
約　

分
）

��

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
男
子

学
生
で
、
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
あ
る
大
学（
夜
間
部
を
含
む
）

の
�
年
生
と
し
て
入
学
す
る
人

■
募
集
人
数　

約　

人
��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
育
英

会
（
岡
山
県
生
涯
学
習
課
内
）

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

【
鶴
山
館
】

■
所
在
地　

東
京
都
西
東
京
市
中

町
五
丁
目　

番
�
号

��

■
応
募
資
格　

岡
山
県
に
本
籍
ま

た
は
縁
故
が
あ
る
男
子
学
生
で
、

東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ
る

大
学
（
短
大
・
夜
間
部
を
除
く
）

に
在
籍
す
る
�
〜
�
年
生

■
募
集
人
数　
　

人
前
後

��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

鶴
山
館

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��� Maniwa

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

認知症は��歳以上の�人に�人が発症している病気です。真庭市
では、その理解を深めるために、長編動画「毎日がアルツハイマ
ー」を真庭いきいきテレビで放送します。こんな考え方もあった
のかと思える明るい映画。ぜひご覧ください。
【放送日時】�月��日� ��：��～、 ��日� ��：��～

�問   高齢者支援課　 ℡����-��-����

�������

アルツハイマー型認知症と診断された母と
その娘。その毎日を、ユーモアたっぷりに
描いたドキュメンタリー

　美作国建国����年記念事業のフィ
ナーレを飾り、建国����年に向けた
スローガンを募集します。新たな���
年の発展を目指すことばを考えてみ
ませんか。

■応募資格　美作地域に住んでいる
人、もしくはゆかりのある人
■作品形式　手書き（はがき～Ａ�
サイズ）またはデジタルデータ
■応募方法　作品に①住所②氏名③
年齢④職業・学校名⑤電話番号⑥美
作地域との縁⑦作品に込めた意味・
趣旨を添えて提出
■応募期限　�月��日�
■審査・決定　選定委員会で
審査し最優秀賞�点を決定。
�月��日�開催の閉幕セレ
モニーで発表、表彰します

���������	
�����

美作国建国����年記念事業実行委員会
〒���-����津山市田町��-�

℡����-��-����  ＦＡＸ ����-��-����
Ｅ- ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ @ ｍｉｍａｓａｋａ����� ｏ ｒ ｇ

申し込み・問い合わせ先

美作地域を盛り
上げることばを
考えるのじゃ！

美作国キャラクター
かたみくん

ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
中

応
募
じ
ゃ
！

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

学
生
寮
寮
生
の
募
集

東
京
都
周
辺
の
大
学
進
学
者 
へ



�������

�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�石賀医院（内）・蒜山
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�岸本医院（外）・久世
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�遠藤クリニック（外）・蒜山
　����-��-����

　
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�杉江医院・落合
　����-��-����

�����

の
提
供
、
県
内
開
催
の
企
業
説
明

会
や
市
町
村
職
員
採
用
試
験
の
情

報
提
供
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

津
山
広
域
事
務
組
合　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
�
月
�
日
の
「
北
方
領

土
の
日
」
を
中
心
に
全
国
各
地
で

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
岡
山
県
内

で
も
、
�
月
�
日
�
に
岡
山
県
総

合
福
祉
会
館
で
北
方
領
土
返
還
要

求
岡
山
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
る

ほ
か
、　

日
�
ま
で
岡
山
国
際
交

��

流
セ
ン
タ
ー
�
階
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ

ル
展
が
行
わ
れ
ま
す
。
北
方
四
島

の
早
期
返
還
実
現
の
た
め
、
返
還

運
動
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
県
民
会
議

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

自
衛
隊
で
は
、
一
般
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目　

一
般
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

○
大
卒
程
度
試
験　

平
成　

年
�

��

月
�
日
現
在
、　

歳
〜　

歳
未
満

��

��

（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
等
は

　

歳
未
満
）
の
人

��○
院
卒
者
試
験　

平
成　

年
�
月

��

�
日
現
在
、
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者
等
で　

歳
〜　

歳
未
満
の
人

��

��

※
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を
有
し
て

い
る
こ
と

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�

月　

日
�

��
■
試
験
日

○
一
次　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

○
二
次　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

の
う
ち
指
定
す
る
日

■
試
験
場　

試
験
場
、
受
験
番
号

な
ど
は
別
途
通
知

■
入
隊
時
期　

平
成　

年
�
月
下

��

旬
〜
�
月
上
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
者
は
、

岡
山
県
最
低
賃
金
の
�
�
�
円
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
額

各
種
商
品
小
売
業
�
�
�
円
（　
��

月　

日
発
効
）、電
気
機
械
器
具
等

��
製
造
業
�
�
�
円
（　

月　

日
）、

��

��

耐
火
物
製
造
業
�
�
�
円
、
鉄
鋼

業
�
�
�
円
、
一
般
機
械
器
具
等

製
造
業
�
�
�
円
、
自
動
車
・
同

附
属
品
製
造
業
�
�
�
円
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業
�
�
�
円
（
�
月
�
日
発
効
）

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学

校
を
平
成　

年
�
月
に
卒
業
す
る

��

予
定
の
人
を
対
象
と
し
た
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
岡
山
県
北

地
域
の
約　

社
の
企
業
が
参
加
予

��

定
で
す
。
岡
山
県
北
地
域
に
就
職

を
希
望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月
�
日
�　

午
後
�

時
〜
�
時　

分
��

■
場
所　

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
（
津

山
市
東
新
町
�
�
�
‐
�
）

■
内
容　

企
業
説
明
会
（
企
業
採

用
情
報
説
明
、
就
職
相
談
コ
ー
ナ

ー
な
ど
）

■
対
象
者　

平
成　

年
�
月
卒
業

��

予
定
の
人

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

津
山
広
域
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
就
活
学
生

登
録
」
を
し
て
い
た
だ
く
と
、『
企

業
ガ
イ
ド
み
ま
さ
か
�
�
�
�
』

��������	

�日　節分
�日　立春
 ��日　建国記念の日
 ��日　雨水

M ani w a ��

岡
山
県
北
地
域
企
業
説
明
会

ご
参
加
く
だ
さ
い

�
��
��
�
�
��
�
	

■
日
に
ち　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

■
場
所　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
周
辺

�
�
�
軒
あ
ま
り
の
軒
先
に
、
由
緒
あ

る
お
雛
さ
ま
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
雛

さ
ま
が
飾
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
�
月　
��

日
�
に
は
前
夜
祭
も
行
わ
れ
ま
す
。

�問
 
　

勝
山
観
光
協
会

　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

北
方
領
土
返
還
運
動

�
月
は
全
国
強
調
月
間
で
す

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

幹
部
自
衛
官
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

最
低
賃
金
の
改
定

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金



��� Maniwa

　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

は
、
こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
す

る
人
、
仕
事
を
変
わ
ろ
う
と
す
る

人
、
す
で
に
仕
事
に
就
い
て
い
る

人
が
、
技
術
や
技
能
を
修
得
す
る

た
め
の
職
業
能
力
開
発
施
設
で

す
。
平
成　

年
度
の
訓
練
生
を
募

��

集
し
ま
す
。

■
募
集
科
お
よ
び
定
員

▽
�
年
訓
練
（
平
成　

年
�
月
〜

��

平
成　

年
�
月
）

��

・
電
気
設
備
科　
　

人
��

・
木
造
建
築
科　
　

人
��

・
木
工
科　
　

人
��

▽
�
カ
月
訓
練
（
平
成　

年
�
月

��

〜
�
月
）

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科　
　

人
��

・
Ｏ
Ａ
事
務
科　
　

人
��

・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
科　
　

人
��

■
募
集
期
間　

�
月
�
日
�
ま
で

■
試
験
日

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど

は
別
途
必
要
）

■
申
込
方
法　

訓
練
科
に
よ
っ
て

募
集
対
象
者
お
よ
び
申
込
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
部
高
等
技

術
専
門
校

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
等
・
前
後
賞
を
合
わ
せ
て
�

億
円
の
「
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
が
、
�
月　

日
�
か
ら
発

��

売
さ
れ
ま
す
。
県
内
で
発
売
し
て

い
る
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
学
校
、

公
園
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
、

幻
想
庭
園
と
い
っ
た
文
化
振
興
事

業
な
ど
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝

く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
岡

山
県
内
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
総
務

部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

西
原
和
男
さ
ん
（
大
阪
府
大
阪

市
）、
廣
瀬
俊
秀
さ
ん
（
東
京
都
武

蔵
野
市
）、
柿
埜
武
さ
ん
（
大
阪 

府
堺
市
）、
中
川
正
彦
さ
ん
（
大 

阪
府
寝
屋
川
市
）、青
木
美
江
さ
ん

（
北
海
道
名
寄
市
）、
今
井
武
さ
ん

（
兵
庫
県
神
戸
市
）、
原
田
善
夫 

さ
ん
（
兵
庫
県
神
戸
市
）、
池
田
真

由
美
さ
ん
（
大
阪
府
茨
木
市
）、 

町
田 
徹
さ
ん
（
東
京
都
豊
島
区
）、

瀧
本
真
盟
さ
ん
（
神
奈
川
県
相 

模
原
市
）、
竹
島
昌
勝
さ
ん
（
大
阪

府
大
阪
市
）、
今
田
京
子
さ
ん
（
岡

山
県
岡
山
市
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

総
合
政
策
課

　

真
庭
農
業
協
同
組
合
、
び
ほ
く

農
業
協
同
組
合
お
よ
び
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
、
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

各
種
交
通
安
全
機
器
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	


・市道奥谷鰻田線道路改良工事（建設課）

　㈱醍醐建設…���������円

・市道西河内神ノ毛線舗装修繕工事（建設課）

　㈲真庭舗装…���������円

・中川橋橋梁補修調査設計業務（建設課）

　㈱浪速技研コンサルタント中四国支店

　…����������円

・勝山方面隊第�分団第�部消防機庫新築工事

　（勝山支局総務振興課）

　㈲影山建設…���������円

・林道山久世線改良工事（農林土木課）

　㈲青木工業所…����������円

・コスモス街道整備工事（北房支局総務振興課）

　谷口建設㈱…����������円

����������	


・市道湯本目地線落石防止工事（湯原支局総務振

　興課）　㈲横辺工務店…����������円

・権乢水路改修工事（農林土木課）

　㈱岡田組…����������円

・古見水路改修工事（農林土木課）

　㈱トーコー工業所…����������円

・上呰部大井手水路改修工事（農林土木課）

　㈱三壽工業所…���������円

・市道福田保木線舗装修繕工事（落合支局総務振

　興課）　海邊建設㈱真庭営業所…���������円

����������	


・��-���普通河川石仏川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈱柴田工務店…���������円

・��-���普通河川ヤナガ谷川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円

・��-���普通河川朝鍋川河川災害復旧工事

　（建設課）　山乗建設㈱…���������円

・��-���普通河川玉田奥川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈱柴田工務店…���������円

・��-���普通河川白髪川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円

・��-���普通河川黒田川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈲原建設工業所…���������円

・��-���普通河川井川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈲下平工務店…����������円

・��-���普通河川芦谷川河川災害復旧工事

　（建設課）　山乗建設㈱…���������円

・��-���市道安行線道路災害復旧工事

　（建設課）　㈱醍醐建設…���������円

・��-���市道西原下見線道路災害復旧工事

　（建設課）　喜多建設㈱…���������円

今月の掲載は、��/�、��、��日の入札実施分。

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

宝
く
じ
の
購
入
は
岡
山
県
内
で
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お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テ
ー
マ
は

��
が
ん
ば
っ
て
ま
す
�で
す 
。

　

隣
近
所
で
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
、
地
域
で
地
道
に
続

け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
�
�
�
字
程
度
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
写
真
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
川
柳
の
兼
題
は

�
こ
ぼ
れ
る
�で
す
。

　

お
便
り
は
、
�
月
号
に
同

封
し
た
は
が
き
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
川
柳
の
締
め
切
り

は
�
月　

日
�
で
す
。

��

�
月
号
で
は
、

�
先
生
��

に
つ
い
て
お
便
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（
�
月　

日
締
め
切
り
）

��

 
�
月
号 
読
者
の
広
場

��
喜
寿
の
同
窓
会
�

岸　

義
夫
さ
ん（
赤
野
）

　

私
た
ち
は
、
戦
後
の
混
迷
期
に

民
家
を
改
造
し
た
仮
の
学
舎
を
後

に
し
て
、
既
に
悲
喜
こ
も
ご
も
の

　

年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
一

��人
一
人
が
夢
と
希
望
を
抱
き
、
日

本
再
興
を
共
有
の
旗
印
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
た
紆
余
曲
折
の
人
世

模
様
は
、
私
た
ち
が
生
き
た
証
と

な
っ
て
節
目
の
喜
寿
に
至
り
同
窓

会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
か
ら
勇
躍
参
集
し
た
竹
馬
の

友
は
、
白
髪
頭
や
カ
ラ
ス
の
足
跡

を
刻
み
な
が
ら
も
親
し
く
楽
し
く

語
り
合
え
ば
、
純
真
な　

代
の
青

��

春
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
遅

咲
き
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
の
山
陰

の
旅
は
、
砂
の
美
術
館
、
酒
蔵
、

古
民
家
見
物
と
ホ
テ
ル
で
の
楽
し

く
有
意
義
な
喜
寿
の
祝
宴
を
、
日

頃
の
雑
念
を
忘
れ
、
心
行
く
ま
で

満
喫
し
ま
し
た
。
帰
途
の
バ
ス
で

は
、
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合

唱
し
、
次
回
も
健
や
か
な
再
会
を

約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
年
代
に
な
る
と
、
生

ま
れ
育
っ
た
時
か
ら
、
見
慣
れ
た

自
然
や
景
色
と
、
一
期
一
会
の
縁

も
「
ふ
る
さ
と
」
の
原
点
に
な
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
生
ま
れ

た
田
舎
に
は
、
名
所
、
旧
跡
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に
な

っ
て
訪
ね
て
み
る
と
年
の
流
れ
で

し
ょ
う
か
、
昔
の
面
影
を
残
し
て

い
ま
す
が
、
荒
れ
た
田
畑
と
廃
屋

に
な
っ
た
家
が
、
雑
草
の
中
で
寂

し
く
耐
え
て
い
ま
し
た
。
元
気
だ

っ
た
頃
の
両
親
が
田
畑
を
耕
し
汗

を
流
し
働
い
て
い
た
姿
は
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
は
？
」

と
聞
か
れ
る
と
、
や
は
り
生
ま
れ

育
っ
た
田
舎
で
あ
り
、
幼
い
頃
に

遊
ん
だ
野
山
で
あ
り
、田
畑
な
ど
、

思
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
。
目
に
焼

き
つ
い
た
自
然
や
景
色
で
あ
り
、

一
期
一
会
の
大
人
た
ち
と
友
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
を
語
る
に

は
年
齢
を
問
わ
ず
、
両
親
や
友
を

し
の
ぶ
時
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う

の
で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ

���
ふ
る
さ
と
�

 宮  本   詩 葉    ちゃん
みや もと うた は

Ｈ������ 生まれ（上中津井）
◯応  浩明さん（父）

 曽   田   哲 平    くん

そ だ てっ ぺい

Ｈ������ 生まれ（勝山）
◯応  野市さん（父）

 行  藤   紗  良    ちゃん
ゆき とう さ ら

Ｈ������ 生まれ（本郷）
◯応  宜央さん（父）

▼

 PN ゆうた

ふるさとの景色（写真はイメージ）

��
ふ
る
さ
と
�

佐
藤
吉
男
さ
ん（
台
金
屋
）
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

り
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、

天
津
地
区
住
民
の
交
流
と
体
力
づ

く
り
を
目
標
に
、
毎
年
元
旦
に
開

催
さ
れ
、
今
年
で　

回
目
と
な
っ

��

た
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。
本
年
度

も
親
子
で
走
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

や
小
学
生
の
部
、
一
般
の
部
な
ど

の
部
門
を
設
け
て
、
約
�
�
�
名

の
選
手
が
出
場
し
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
天
津
地
区
住
民

の
元
旦
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
今
年
参
加
で
き

な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
来
年
は

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

昨
年
、
弟
に
�
人
目
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
弟
家
族
は
仕

事
の
関
係
で
、
少
し
遠
く
に
住
ん

で
い
て
、
最
近
な
か
な
か
会
え
て

い
ま
せ
ん
。
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
顔

も
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
我

が
家
に
も
、
昨
年
子
ど
も
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
ど
っ
ち
の
子
ど
も
も

ま
だ
小
さ
い
の
で
、
お
互
い
に
遠

出
で
き
な
い
し
、
す
ぐ
に
は
無
理

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
暖
か
く
な

っ
た
ら
子
ど
も
を
連
れ
て
会
い
た

い
な
あ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
ど
ん
な
感
じ
に
二
人
で

遊
ぶ
ん
だ
ろ
う
か
と
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

　

天
津
地
区
体
力
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
主
催
に
よ
る
「
天
津
地
区

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
、
平
成

　

年
�
月
�
日
午
前　

時　

分
よ

��

��

��

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��月生まれ募集中！

25ページの続きを掲載します。�
情報をお寄せください。 （敬称略）�

■����全日本綱引選手権大会　�/�～�　東京都
　■同選手権岡山大会　��/�　真庭市
　優勝
　真庭ＴＣ桃太郎�

■第��回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会
　�/��～��　和歌山県
　■同大会岡山県大会　��/��～��　真庭市ほか
　優勝　落合男子ジュニアバレーボールスポーツ少年団

■第��回広島ジュニアバレーボール大会　��/��～��
　広島県　優勝　落合男子ジュニアバレーボールスポーツ
　少年団
■岡山県わかば賞　�/��　真庭市　水田小学校

■平成��年度全国中学校体育大会・第��回全国中学校スキ
　ー大会　�/�～�　群馬県
　■第��回岡山県中学校総合体育大会兼平成��年度岡山県
　中学校スキー選手権大会　�/�～��　鳥取県
　写真左から：女子クロスカントリー（��クラシカル�
　位）小谷貴子（湯原温泉）、女子アルペン（ジャイアントスラ
　ローム優勝、スラローム優勝）緒形沙耶（湯原温泉）、
　男子アルペン（スラローム�位）永田春樹（樫東）

■平成��年度全国高等学校総合体育大会・第��回全国高等
　学校スキー大会　�/�～�　福島県
　■第��回岡山県高等学校総合体育大会
　�/�～��　鳥取県　男子アルペン
　（ジャイアントスラローム優勝、
　スラローム優勝）伴野哲平（禾津）�

「よーいドン！」一斉にスタート

 植  田   彩 愛    ちゃん

うえ だ あや な

Ｈ������� 生まれ（上呰部）
◯応  真由美さん（母）

 行  部   美 夢    ちゃん

ゆく べ み ゆ

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  美香さん（母）

 高  島   柚 菜    ちゃん
たか しま ゆう な

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  美保さん（母）

 上を目指して（中国大会や県大会など）

��
地
区
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
�

天
津
地
区
体
力
づ
く
り
推
進

協
議
会
役
員
一
同

��
誕
生
お
め
で
と
う
�

　
 
子
育
て
パ
パ
さ
ん（
久
世
）

PN



Maniwa ��

��������	
��

　   〒���-����　真庭市美甘����
　  ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　年末年始

今月のおすすめの本勝
高
ち
ん
ど
ん
、
出
来
は
百
点
！

　
　

坂
本
達
哉
さ
ん（
鍋
屋
）

　

僕
た
ち
で
も
真
庭
の
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
、
勝
山
高
校
の
�
年
生　

人
��

で
「
ち
ん
ど
ん
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
す

が　

回
以
上
の
練
習
で
何
と
か
か

��
た
ち
に
。
湯
原
の
し
し
祭
り
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
お
披
露
目
を
し
ま
し

た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
出
来
は

　

点
か
な
。
で
も
、
雪
が
降
る
温

��泉
街
を
練
り
歩
い
た
頑
張
り
を
足

し
て
、
合
計
で
百
点
満
点
で
す
！

　
　
　
　
　
　

も
っ
と
練
習
し
て

　
　
　
　
　
　

強
く
な
り
た
い　

　
　
　
　
　
　
　

大
前
宗
賢
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
草
加
部
）

　

草
加
部
小
学
校
と
米
来
小
学
校

の
高
学
年
合
同
チ
ー
ム
で
剣
道
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
練
習
は
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
し
て
い
て
、
草

加
部
小
で
は
、
週
�
回
練
習
を
し

て
い
ま
す
。練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
、

予
選
リ
ー
グ
の
�
試
合
目
は
勝
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
�

試
合
目
に
は
強
い
チ
ー
ム
と
あ
た

り
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
強
い

チ
ー
ム
に
勝
て
た
時
は
、
や
っ
ぱ

り
気
持
ち
が
い
い
の
で
、
練
習
を

い
っ
ぱ
い
し
て
も
っ
と
強
く
な
り

た
い
で
す
。

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た

赤
田
文
女
さ
ん（
上
水
田
）

新
田
裕
子
さ
ん（
五
名
）

　

第　

回
北
房
女
性
の
つ
ど
い
に

��

七子が引っ越して来た古い一
戸建ての家では、夜中に誰か
が話す声が聞こえたり、不思
議なことが起こる。そしてこ
の町では「ものだま」の声が
聞こえるという。クラスメイ
トの「ものだま探偵」鳥羽は、
七子の周りで起こる不思議な
出来事を解決できるのか？

元禄時代に日本一の豪商と謳
われた淀屋をモデルに描かれ
た痛快小説。隠然たる力を持
つ丹生屋と丹生屋を疎ましく
思い、取りつぶししようとす
る幕府。丹生屋を守るため、
幕府に対し一世一代の大勝負
に出る父と息子。勝利の女神
はどちらに微笑んだのか？

「謀る理兵衛」
松本　薫／著　ポプラ社

「��年のハピネス」
ディズニーファン編集部　講談社

��周年を迎えた東京ディズニ
ーリゾート。��年の間にキャ
ストやゲストが体験した『心
に残るエピソード』を大募集
し、その中から選ばれた��本
の『ハピネス』がつまってい
ます。�つ�つが心温まるエ
ピソードです。

参
加
し
、
講
演
会
で
は
「
食
の
安

全
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
農
薬
や
輸

入
品
、
食
中
毒
、
健
康
食
品
な
ど

の
話
は
、説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

思
い
込
み
で
い
る
こ
と
が
実
は
間

違
っ
て
い
る
な
ど
、
日
常
生
活
に

お
け
る
意
識
に
対
し
て
問
い
か
け

て
も
ら
え
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、思
い
込
み
で
は
な
く
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
判
断
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「おにいちゃんといもうと」
シャーロット・ゾロトウ／著　あすなろ書房

「ふしぎな声のする町で」
ほしの さなえ／著　徳間書店

小さな妹にちょっかいを
出さずにはいられないお
兄ちゃん。お兄ちゃんに
からかわれて泣かされて
ばかりの妹。�人は仲良
くなるのでしょうか？ど
この家庭にもありそうな
幼い兄妹のやりとりを描
いた作品です。

▼

 徳山佳哉

▼

 PN ハナ王子

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス
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川 柳   「成人」
四
度
め
の
成
人
式
が
や
が
て
来
る　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

成
人
し
い
つ
も
と
違
う
友
の
顔　
　
　

佐
藤
祐
子　
　

台
金
屋

屈
託
の
無
い
顔
ば
か
り
新
成
人　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

慶
び
の
成
人
切
符
重
き
な
り　
　
　
　

佐
藤
吉
男　
　

台
金
屋

成
人
に
な
り
た
し
臑
は
か
じ
り
た
し　

小
谷
義
孝　
　

月
田

新
成
人
権
利
と
義
務
を
両
輪
に　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

成
人
の
子
に
伴
走
が
ま
だ
続
く　
　
　

え
み
こ　
　
　

目
木

成
人
式
祝
福
さ
れ
て
人
に
成
る　
　
　

河
�
政
恵　
　

阿
口

成
人
に
な
っ
て
気
が
付
く
親
の
恩　
　

稲
岡
雅
子　
　

上

成
人
丸
家
族
の
期
待
五
里
霧
中　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

昨
日
と
は
違
い
成
人
衿
た
だ
す　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

成
人
に
な
れ
ば
な
っ
た
で
あ
る
悩
み　

永
田
寿
道　
　

樫
東

そ
の
昔
ち
ょ
っ
ぴ
り
拗
ね
た
成
人
期　

林　

陽
子　
　

曲
り

成
人
と
な
っ
た
息
子
の
靴
の
音　
　
　

岩
見
千
里　
　

山
久
世

成
人
の
花
開
く
日
の
母
の
夢　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

父
と
子
が
酒
汲
み
交
す
成
人
式　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

成
人
式
咲
か
せ
て
見
せ
る
今
日
の
夢　

行
本
愼
五　
　

久
世

選：久世川柳会　横山とも子さん

��������	
��


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
��
�

�
�
�

今
月
の���

▼

 PN みーたん

▼

 PN あんちゃん

真庭市栄養改善協議会の提供です

豚肉の生姜焼き

おかずの定番「生姜焼き」です。
男性の皆さんも作ってみては、いかが
でしょう！

今月のレシピ
提供は

石原 節子さん
（落合支部）

 材料 （２人分）

・豚ロース肉（生姜焼き用）  �枚（���ｇ）

・サラダ油　小さじ�

　　   しょうゆ　大さじ�

　　  砂糖　小さじ�/�

　　   おろし生姜　小さじ�

【付け合わせの野菜】

・レタス　�枚　・ミニトマト　�個

・きゅうり　薄切り�枚

 作り方

①肉が縮まないように、脂身と赤身の間

の筋に��間隔に包丁を入れて筋切り

し、包丁の背で全体を軽く叩く。

②Ａを①にからめる。

③フライパンに油を熱し、肉の両面を焼く。

④付け合わせの野菜を切り、一緒に皿に

盛る。

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 ����ｇ  
　脂質 � � . �ｇ  カルシウム � �ｍｇ
　食塩相当量 � � �ｇ

�
�
�
�

◯A
 名瀑雪にすっぽり、水墨画のよう

�月��日、真庭地域に降り続いた雪で神庭の滝が雪化粧をしました。雪
に覆われてしんと静まり返った白と黒の世界は、まるで�枚の水墨画の
ようでした。
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研鑽に栄誉�

close-up

クローズ�
アップ�

　

落
合
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
落
合
ジ
ュ
ニ
ア
）
が
、
昨
年
�
月

に
東
京
都
な
ど
で
行
わ
れ
た
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
全
国
大

会
に
岡
山
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
ベ
ス
ト
�
の
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年　

月
に
は

��

全
国
大
会
予
選
の
県
大
会
（
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
定
戦
）
で
優
勝

し
、
�
月　

日
か
ら
和
歌
山
県
で

��

開
催
さ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
落
合
ジ
ュ
ニ
ア
に

は
、　

人
の
小
学
生
が
所
属

��

し
、
週
�
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
過
去
に
�
度
、
小
学
生
大
会

県
予
選
の
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み

ま
し
た
が
、
全
国
大
会
ま
で
あ
と

�
勝
の
と
こ
ろ
で
、
惜
し
く
も
敗

戦
。
結
成　

年
目
の
今
年
度
、
�

��

度
目
の
挑
戦
で
、
悲
願
の
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
サ
ー
ブ
で
崩
し

て
、
長
身
の
石
川
君
、
三
澤
君
の

ブ
ロ
ッ
ク
、
ス
パ
イ
ク
で
得
点
を

稼
ぐ
の
が
得
意
と
す
る
か
た
ち
。

【今年度の主な出場大会】

■第33回全日本バレーボール小学生大会
　全国大会　ベスト�
■第37回広島ジュニアバレーボール大会
　優勝
■第11回全国スポーツ少年団バレーボール
　交流大会　出場

落合落合男子男子ジュニアジュニア
ババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルバレーボールススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団スポーツ少年団

　

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、仲
間

と
の
連
係
が
大
切
で
す
。
心

と
体
を
鍛
え
る
た
め
に
、
そ
し
て

勝
つ
た
め
に
、
時
に
は
厳
し
い
練

習
も
。
全
国
大
会
に
出
場
し
、
子

ど
も
た
ち
も
自
信
を
つ
け
て
い
る

よ
う
で
す
」
と
指
導
す
る
�
橋
監

督
の
声
が
弾
み
ま
す
。　

月
に
は
、

��

中
四
国
、
九
州
の
チ
ー
ム
が
集
ま

る
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
優
勝
し
、 

さ
ら
に
勢
い
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

�
度
目
の
全
国
大
会
を
前
に
「
全

国
制
覇
」
を
目
標
に
掲
げ
、
サ
ー

ブ
や
サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
な
ど
基
礎

の
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

結
成　

年
目
で
つ
か
ん
だ
夢
の
舞
台

��

戦
力
充
実
で
ベ
ス
ト
�
の
快
進
撃

次
の
目
標
は「
全
国
制
覇
」だ
！

初
出
場

初
出
場
の
全
国
大
会
で

の
全
国
大
会
で

ベ
ス
ト

ベ 
ス
ト
��
の
快
進
撃

の
快
進
撃
【チーム紹介】　監督��橋　渉　コーチ�辻本博通、藤井典子

学年ポジション名前（住所）番号学年ポジション名前（住所）番号
�年ー瀬島優樹（上河内）��年セッター渡�和哉（上河内）�

�年ー新田晃岐（下方）��年バックレフト福島大智（上河内）�

�年ー牧野憲太（下方）��年ライトスパイカー石川智也（吉備中央町）�

�年フロントレフト妹尾侑磨（日名）���年バックライト山�敬太（一色）�

�年ー築沢穂高（中）���年フロントレフト福島宏太（上河内）�

�年ー住田涼将（中）���年レフトスパイカー三澤遼河（栗原）�
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■第�回全国高等学校選抜クライミング選手権大会
　��/��～��　埼玉県
　■第��回ＪＯＣジュニアオリンピックカ
　ップ大会決勝進出者のため優先的に出場
　　　　　　　　　　　大森啓太（禾津）�

■第��回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　�/�～��　東京都
　■同大会岡山県予選会兼平成��年度岡山県高等学校男女
　バレーボール選手権大会　��/�～��　和気町ほか
　優勝　玉野光南高校
　写真左から：芦田和樹（日名）、大倉僚介（落合垂水）

■第��回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
　�/��～��　静岡県
　■同大会中国地域予選大会
　��/��～��　倉敷市　準優勝
　　　　　　作陽高校  - 山�　恵（下方）�

　■同大会関西地域予選大会  ��/��～� � /�
　　　　　　　　兵庫県　準優勝
　　　　　　　　大商学園高校 -
　　　　　　　　�左子五月（久世）

■第�回全日本女子ユース（Ｕ-��） フット
　サル大会　�/��～��　三重県
　■同大会中国地域大会　�/��　岡山市
　優勝　ＦＣエフロンテ -
　　　　　　　　　　　村松寛映（五反）�
■第�回日本バッハコンクール全国大会
　�/�～�　東京都
　■日本バッハコンクール ｉ ｎ ＯＫＡＹＡＭＡ　��/�　倉敷市
　優秀賞

　　　　　　　　　写真左上から：小学�・�年生Ｂコース
　　　　　　　　　大西理栄（落合垂水）、小学�・�年生Ａ
　　　　　　　　コース　青木瑠音（余野下）、同コース
　　　　　　　　　桐山莉緒（落合垂水）、小学�・�年生Ａ
　　　　　　　　コース　桐山真緒（落合垂水）

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

故人に叙位・叙勲
●従六位
　若田一之さん（開田）　��歳
　元県警警部（平成��年�月��日逝去）

■平成��年度学校保健及び学校安全表彰（学校安全文部科
学大臣表彰）　��/�　秋田県
　　　　　　　　　　　　　真庭高校�

■全国納税貯蓄組合連合会長感謝状
　　　　　　　　　��/�　真庭市
　　　　　　　　　�美甘中学校

■平成��年度全国民生委員児童委員連合会会長表彰
　��/�　真庭市

　　　　　　　　　写真左上から：土井利宣（月田）、
　　　　　　　　　上月　衛（上呰部）、飯田淑子（久世）、
　　　　　　　　　北　豊壽（富尾）

■平成��年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰（対策活動
　実践・普及部門）　��/�　東京都
　湯原町旅館協同組合 - バイオ デ ィー ゼ
　ル燃料事業と啓発を目的としたエコ＆
　バイオマス観光ツアーの実施

■ボランティア功労者に対する厚生労
　働大臣表彰　��/�　岡山市
　　　　　　　　　　　　　みのり会�

叙勲を受けられた方をご紹介し
ます。おめでとうございます。

高齢者叙勲

　昭和��年�月の初当選以
来 � 期��年にわたり在職し、
総務常任委員長などを歴任
され、地方自治の発展に尽
力。下水道の普及による住
民福祉の向上や、林業振興
による地域経済の発展など
に貢献されました。

�����
元勝山町議

岡本　鍾さん（山久世）
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真
庭
地
産
地
消
フ
ェ
ア
が　

月　

日
、

��

��

落
合
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
同
組
合
落
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
地
域
へ
の
感
謝
を
か
た
ち
に
と
企

画
し
た
も
の
で
今
回
が
初
開
催
。
真
庭
産

の
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
が
ず
ら
り
と
並

び
、
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
事
業
者
も
出

展
し
ま
し
た
。
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
生

徒
が
取
り
組
ん
だ
実
習
の
パ
ネ
ル
も
展
示
。

年
越
し
準
備
に
と
訪
れ
た
買
い
物
客
ら
が

足
を
止
め
、
真
庭
の
味
を
確
か
め
よ
う
と

商
品
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

青大豆のキヨミドリを使った豆腐に手を伸ばす買い物客

地
域
の
皆
さ
ん
へ
真
庭
の
味
を

地
産
地
消
フ
ェ
ア静寂の講堂内に優しい歌声と音色が響き渡る

　
　

月　

日
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

��

��

が
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
に
よ
る
弾
き
語
り

の
第
一
人
者
で
あ
る
速
海
ち
ひ
ろ
さ
ん
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
木
下
真
希
さ
ん

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ　

曲
を
奏

��

で
ま
し
た
。
訪
れ
た
約
�
�
�
人
は
、
木

造
校
舎
内
に
響
き
渡
る
優
し
い
音
色
と
澄

ん
だ
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
同
施
設
の
有
効
活
用
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体

「
ま
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
が
主
催
。

抑
揚
溢
れ
る
ハ
ー
プ
の
音
色

旧
遷
喬
小
学
校
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

市内で百歳のお祝い続 と々市内で百歳のお祝い続 と々
　ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

　

市
内
で
�
人
の
方
が
百
歳
を
迎
え
、
記
念
の
お
祝

い
を
さ
れ
ま
し
た
。
福
冨
さ
ん
は
手
先
が
器
用
で
お

得
意
は
手
芸
。
ご
自
宅
に
は
作
品
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
る
と
い
い
ま
す
。
お
芝
居
や
脚
本
を
書
く
の
が

得
意
だ
っ
た
河
原
さ
ん
は
、　

歳
の
と
き
に
お
寺
の

��

婦
人
会
の
出
し
物
で
役
を
演
じ
た
ほ
ど
。
畑
仕
事
に

精
を
出
し
よ
く
食
べ
て
い
た
の
が
長
寿
の
秘
訣
と
い

う
の
は
春
木
さ
ん
。
絵
を
描
く
こ
と
が
趣
味
で
ま
ち

か
ど
展
覧
会
に
も
出
品
す
る
と
い
う
杉
山
さ
ん
は
、

ご
家
族
と
の
記
念
写
真
も
作
品
と
一
緒
に
。皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

杉山秀子さん（西原）
大正�年�月��日生まれ

春木壽喜子さん（西河内）
大正�年�月�日生まれ

河原二三さん（中）
大正�年�月�日生まれ

福冨佳野さん（若代）
大正�年��月��日生まれ
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

友
金
杯
ス
キ
ー
大
会
が
�
月　

日
、
ひ

��

る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
岡
山
県
内
に
初
め
て
ス
キ
ー

を
紹
介
し
た
蒜
山
西
茅
部
出
身
の
友
金
藤

吉
さ
ん
（
�
�
�
�
〜
�
�
�
�
年
）
を

た
た
え
る
大
会
で
今
回
が　

回
目
。
ス
キ

��

ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
計
�
部
門
の
競
技

が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら　

人
の
選
手
が

��

参
加
し
ま
し
た
。
雪
が
降
る
中
、
選
手
は

少
し
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め
よ
う
と
、
コ
ー

ス
に
設
置
さ
れ
た
旗
門
を
か
す
め
る
よ
う

に
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

雪面に沈むような低い体勢で旗門を通過する選手

ボールを相手に渡すまいとせめぎ合う選手たち

　

冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
少
年
の
部

が
�
月　

日
、
落
合
総
合
公
園
サ
ッ
カ
ー

��

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
学
年
の
部
で
は

真
庭
市
内
と
新
庄
村
、
新
見
市
か
ら　

チ
��

ー
ム
が
参
加
。
�
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
に
よ
る
予
選
を
行
い
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
位
�
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
そ
う

と
、
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い

掛
け
て
い
ま
し
た
。（
主
な
成
績
、
①
新
見

②
天
津
・
川
東
Ａ
③
蒜
山
④
勝
山
Ａ
）

息
弾
ま
せ
ゴ
ー
ル
狙
う

冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会（
少
年
）

　　往時のにぎわいを再現し楽しむ

かつての街道宿場町のにぎ

わいを再現した「むかし鹿

田市」が、鹿田公民館周辺

で行われました。市無形民

俗文化財の鹿田踊りや木山

小児童による琴演奏、ぜん

ざいの振る舞いなどで年の

瀬の一日を楽しみました。

��/��

　　 自慢のししメニューでおもてなし

湯原温泉街で第�回しし祭

りが開かれました。飲食店

や旅館がオリジナルのしし

料理を用意し、訪れた人を

おもてなし。串焼きやラー

メンなど、お目当てのしし

メニューを食べ歩く観光客

らでにぎわいました。

�/��

　　 かるたに素早く手を伸ばす

新春子どもかるた大会が、

久世公民館で行われまし

た。幼児から小学生までの

子どもたちが参加し、目を

凝らしてイラスト入りかる

たを取り合いました。また、

紙芝居で食事の大切さを学

びました。

�/��

　　パネルで日 の々活動も紹介

第��回北房女性のつどい

が、北房文化センターで行

われ講演会に約���人が参

加しました。また、各女性

団体の活動内容を紹介した

パネルも展示されており、

参加者は足を止めて見学し

ていました。

�/��

　　自宅のお風呂で温泉を満喫

湯原温泉の配湯が一般家庭

まで拡大されたのを受けて

佐山修一さん（湯原温泉）が

第�号として申請。市から

「温泉使用許可証」が交付さ

れました。配湯開始後には、

自宅の浴槽で温泉を触って

感触を確かめられました。

�/��

雪
煙
上
げ
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
走

友
金
杯
ス
キ
ー
大
会



真庭市内から集まったキャスト ･ スタッフ約50人で制�
作・上演。真庭の今と昔を旅する歴史冒険物語をお楽�
しみください。会場でお待ちしています！�

[日時] 3/16 （日） 15：00～　[場所] 勝山文化センター�
[入場料] 500円 ※高校生以下は無料�

時を超えて…�
History Adventure

ヒストリーアドベンチャー�

と
あ
る
真
庭
の
小
学
校
、春
休
み
に
宿
題
が
…�

「
そ
ん
な
の
聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ
う
…
」�

図
書
館
で
始
ま
っ
た
数
々
の
冒
険
は
、�

過
去
か
ら
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
…�
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真
庭   
●
月
号
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が�

編
集
後
記�

　

発
電
事
業
を
取
材
し
た
関
係
か
ら

か
、
ふ
と
祖
父
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
所
有
す
る
森
林
の
枝
打
ち
な
ど

の
作
業
を
自
分
で
行
っ
て
お
り
、
子
ど

も
の
こ
ろ
何
度
か
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
黙
々
と
行

う
姿
を
、
暖
を
取
り
な
が
ら
眺
め
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
大
事
に
育

て
て
い
た
木
は
、
余
す
こ
と
な
く
使
え

る
仕
組
み
が
で
き
て
き
た
こ
と
を
仏
壇

に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

小
山

　

ま
に
わ
っ
こ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演

ま
も
な
く
で
す
。
稽
古
に
初
め
て
お
邪

魔
し
た
昨
年
�
月
に
、「
友
だ
ち
を
作
り

た
く
て
…
」
と
参
加
の
動
機
を
教
え
て

く
れ
た
と
あ
る
少
年
。
そ
の
と
き
遠
慮

が
ち
だ
っ
た
彼
が
、
�
月
の
稽
古
で
は

堂
々
と
演
技
。
遠
い
存
在
に
な
っ
た
気

が
し
て
「
お
じ
さ
ん
の
こ
と
覚
え
と

る
？
」
と
尋
ね
る
と
「
う
ん
、
写
真
撮

っ
て
く
れ
た
人
じ
ゃ
ろ
」
と
。
何
だ
か

ほ
っ
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

江
崎

　

今
年
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ

ー
ツ
関
連
の
取
材
に
お
邪
魔
す
る
こ
と

が
続
き
ま
し
た
。「
今
年
の
冬
は
雪
が
少

な
い
」
と
か
言
っ
て
、
安
気
に
構
え
て

い
ま
し
た
が
、
体
育
館
で
の
取
材
の
寒

い
こ
と
、
寒
い
こ
と
。
冷
た
い
体
育
館

の
中
、
練
習
や
試
合
を
頑
張
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
は
、
裸
足
で
あ
っ
た
り
短

パ
ン
で
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
の
気
合
の

入
り
方
や
集
中
力
に
、
た
だ
た
だ
感
心

す
る
ば
か
り
で
し
た
。 

福
島

チケットは、勝山文化センター、久世エスパスセンター、久世公民館、市役所本庁舎、蒜山振興局、
各支局にてお求めください。 �問   教育委員会生涯学習課　℡����-��-����  

�月��日の通し稽古に集まった
出演者とスタッフの皆さん
（勝山文化センター）


